
水まわりの特長
改修の経緯
「JR九州博多駅」は、規模や利用客数において九州最大の駅であり、新幹線・在来線・地下鉄・空港・バスなど、九州の玄関口としてすべての公共交通機関の発着・分岐点となるターミナル駅である。前回の改修から15年が経過し、老朽化や近年増加する観光客・ビジネスマンなどの利用者および周辺商業施設の変化に伴い、駅構内の改修計画にあわせてトイレ改修工事を実施。改修後のトイレは、JR九州の豪華観光列車クルーズトレイン「ななつ星」を彩った大川組子や博多織といった、九州伝統の技が生きる工芸マテリアルをあしらい、洗練された空間意匠のもと機能性を向上、お客様の心に残る「おもてなしトイレ」へとリニューアルした。

トイレの特長
すべての大便器を洋式化し、ウォシュレットを設置。大便器や小便器は、床の清掃性に優れた壁掛式を採用している。また幅広い利用者を想定し、男女トイレ共に大きな荷物などに配慮した簡易多機能トイレや、小さなお子様連れなどに配慮したひろびろブースを設置するなど、トイレ空間全体で、多機能トイレの機能分散化を図った。女性トイレには、洗面コーナーにあえて鏡を設置せず、スタイリングコーナーを設けることで、混雑緩和を図った。さらに、昨今の利用者のニーズを踏まえ、歯みがきコーナーも設置。空間、設備ともに「おもてなしトイレ」として、さまざまな利用者に、快適に利用していただけるトイレ空間を実現している。

JR九州を代表するターミナル駅として、公共交通機関の発着点となる博多駅。クルーズトレイン「ななつ星」を彩る九州の伝統工芸品をふんだんに設え、お客様の心に残る「おもてなしトイレ」へとリニューアルされた。

建築概要
名称	 JR九州博多駅
所在地	 福岡県福岡市博多区博多駅中央街1-1
施主	 九州旅客鉄道株式会社
設計	 JR九州コンサルタンツ株式会社
施工	 建築　九鉄工業株式会社
	 設備　株式会社古屋工業所
竣工年月	 （改修）2020年4月
建築面積	 155.47㎡（トイレのみ）
構造・階数	 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）・地下3階、地上11階、塔屋1階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式： UAXC3C系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5533AYR
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：US900JCS
壁掛ハイバック洗面器：LS125DM／壁付自動水栓：TENA125A
壁付水石けん供給栓：TLK04202J／歯みがき器：L595
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
フラットカウンター多機能トイレパック：XPDA0LS5211WWW
フィッティングボード：YKA41／ベビーシート：YKA25R
ベビーチェア：YKA15R／パブリック用手すり：T112CL10
収納式多目的シート：EWC520ARR

上段は立ち上がりのある棚、下段には傾斜を設けた2段式の棚を設置。傘や大きなバックも安心して置ける。周辺商業施設の飲食店利用者や旅行客への配慮として、歯みがきコーナーも完備した最新鋭スタイリングコーナー。建築設計標準に基づき、一般トイレに車いす使用者やオストメイト、乳幼児連れに配慮した、左右勝手違いの簡易多機能ブースを2ヶ所設置。トイレ空間全体で機能分散を図っている。ひろびろブースは乳幼児連れ配慮として、ベビーチェアやフィッティングボード、二段フックを設置。ターミナルとなる博多駅で着替える利用者に配慮し、すべての大便器ブースに、フィッティングボードを完備している。

勾配天井が空間に変化を与える洗面コーナー。水じまいがよい壁掛洗面器には手指の衛生を保つために、非接触の自動水栓を完備。洗面コーナーには鏡を設けず、混雑緩和を図っている。

RESTROOM ITEM 01フラットカウンター多機能トイレパックを選定。カウンターは洗面器からオストメイト対応汚物流しまで、高さ750mmに統一。荷物を置きやすいように配慮されている。多機能トイレの利用集中を避ける工夫として、男女トイレ共に車いす使用者、オストメイト、乳幼児連れに配慮した簡易多機能ブースを設置。ブース入口には、ピクトで設備内容が表示されている。節水性に優れた壁掛自動洗浄小便器とプライバシー配慮のための間仕切りは、壁掛仕様とし床の清掃性と意匠性を両立。床や壁には、防汚・防臭機能を持つハイドロセラ・フロアとハイドロセラ・ウォールを採用している。

旅行者や出張者のキャリーバックなどの大きな荷物に配慮し、ブース寸法は900mm×1800mm以上を確保。機能分散として乳幼児連れ配慮のひろびろブースや、左右勝手違いの簡易多機能ブースを設置。

J R九州博多駅

jp.toto.com/com-et/jirei/ 2020.10 作成　無断複製・転載禁止 ©TOTO LTD. 2020 All Rights Reserved 25224

J R九州博多駅

女性トイレ 
大便器コーナー

旅行者や出張者のキャリーバックなど
の大きな荷物に配慮し、ブース寸法は
900mm×1800mm以上を確保。機能
分散として乳幼児連れ配慮のひろび
ろブースや、左右勝手違いの簡易多
機能ブースを設置。

男性トイレ 
小便器コーナー

節水性に優れた壁掛自動洗浄小便
器とプライバシー配慮のための間仕切
りは、壁掛仕様とし床の清掃性と意匠
性を両立。床や壁には、防汚・防臭機
能を持つハイドロセラ・フロアとハイドロ
セラ・ウォールを採用している。

男性トイレ 
簡易多機能ブース

多機能トイレの利用集中を避ける工夫
として、男女トイレ共に車いす使用者、
オストメイト、乳幼児連れに配慮した
簡易多機能ブースを設置。ブース入
口には、ピクトで設備内容が表示され
ている。

みんなのトイレ RESTROOM ITEM 01フラットカウン
ター多機能トイレパックを選定。カウン
ターは洗面器からオストメイト対応汚
物流しまで、高さ750mmに統一。荷物
を置きやすいように配慮されている。

女性トイレ 洗面コーナー 勾配天井が空間に変化を与える洗面
コーナー。水じまいがよい壁掛洗面器
には手指の衛生を保つために、非接
触の自動水栓を完備。洗面コーナー
には鏡を設けず、混雑緩和を図ってい
る。

女性トイレ 
大便器ブース

ひろびろブースは乳幼児連れ配慮と
して、ベビーチェアやフィッティングボー
ド、二段フックを設置。ターミナルとなる
博多駅で着替える利用者に配慮し、
すべての大便器ブースに、フィッティン
グボードを完備している。

女性トイレ 
簡易多機能ブース

建築設計標準に基づき、一般トイレに
車いす使用者やオストメイト、乳幼児
連れに配慮した、左右勝手違いの簡
易多機能ブースを2ヶ所設置。トイレ空
間全体で機能分散を図っている。

女性トイレ 
スタイリングコーナー

上段は立ち上がりのある棚、下段には
傾斜を設けた2段式の棚を設置。傘や
大きなバックも安心して置ける。周辺
商業施設の飲食店利用者や旅行客
への配慮として、歯みがきコーナーも
完備した最新鋭スタイリングコーナー。 建築概要

名称	 JR九州博多駅
所在地	 福岡県福岡市博多区博多駅中央街1-1
施主	 九州旅客鉄道株式会社
設計	 JR九州コンサルタンツ株式会社
施工	 建築　九鉄工業株式会社
	 設備　株式会社古屋工業所
竣工年月	 （改修）2020年4月
建築面積	 155.47㎡（トイレのみ）
構造・階数	 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）・地下3階、地上11階、塔屋1階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュタンク式： UAXC3C系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5533AYR
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：US900JCS
壁掛ハイバック洗面器：LS125DM／壁付自動水栓：TENA125A
壁付水石けん供給栓：TLK04202J／歯みがき器：L595
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
フラットカウンター多機能トイレパック：XPDA0LS5211WWW
フィッティングボード：YKA41／ベビーシート：YKA25R
ベビーチェア：YKA15R／パブリック用手すり：T112CL10
収納式多目的シート：EWC520ARR
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JR九州を代表する
ターミナル駅として、
公共交通機関の発
着点となる博多駅。
クルーズトレイン「な
なつ星」を彩る九州
の伝統工芸品をふ
んだんに設え、お客
様の心に残る「おも
てなしトイレ」へとリ
ニューアルされた。
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